









特集号タイトル 日本統治下の朝鮮 : 研究の現状と課題
URL http://doi.org/10.15055/00003890
本 的キ リス ト教 も何 々的キ リス ト教 もイエスに帰 る ことによって、 は
じめて新 しくなる。イエスの思想 はいわ ゆる宗教で はないんです。イ
エス は宗教性で あって、制度、教義、儀礼 とい うものを全 く必要 とし
ない、 そ ういう新 しい人 間であ りました。
南 富鎮
南:筑 波大学の南富鎮です。 この三 日間の発表 を聞いて感 じたの は、
多 くの発表が、 ほ とん どの発 表がそ うだった と思 うんですが、韓国の
近代、 あるいは近代文化、近代文学 とい う用語 を自明の もの として語
っている ことです。植民地 の近代化論 もそ うですが、すでに近代 とい
う枠組 みで植民地期 を語 っている印象 で した。果 た してそ うなのか。
近代 とい う形で、 その ような実態が あったのか、 自分 な りでいろいろ
考 えてみま した。現在 、モダニズム、 ポス トモダニ ズム、 コロニ ア リ
ズム、 ポス トコロニア リズムな どと、い ろいろ言わ れているのですが、
もしも、近代 とい うものが存在 しない とい うことになる とそれ に対 し
てのポス トという概 念 もな くなってしまう。ひ ょっ とした らポス トモ
ダニズム、 ポス トコロニア リズム という概念 によって近代 の存在が追
認 され ている ところもあるのではないか と。た とえば、韓国近代 文学
とい うのは、私が大 学に通 っていた時期 には こうい う言葉 を使わなか
ったのです。中国 は現在 も近代文学 とい う言葉 を設定 して いないそ う
ですが、 それ は何故 なのか。近代 という言葉 に帝国主義の臭いが強烈
に入 っているか らなのではないか、私 は自分 な りにそう考 えてお りま
す。
一方で、韓国近代文学 は、 日本近代文学 の方法論 を盛 んに取 り入 れ
ている。た とえば、 肉筆原稿や書簡の重視、学会、個人学会、あ るい
は全集 の作 り方な どは、 日本近代文学 を意識 しなが ら作 りあげられた
もの と、私 は思い ます。韓国近代文学 は日本近代文学 に対 抗す る形 で、
あるいは日本近代文学 に照射 され るこ とによって出来上が った もので
あって、 それ 自体 として本当 に存在 しているのか疑 問なわ けです。 日
352
本近代文学 とい う一 つの規範が あって、 それ に見合 う形 で韓国近代文
学が作 りあげ られた とい うことです。 となれ ば、果た して近代 という
概 念の実在性 は自明 な ものなのか。歴史学で は近代 を示 す ようないろ
い ろな統計が ある し、現 に学校が あ り、警察が あ り、鉄道 も存在 して
お ります。通常、近代 を扱 う時 には こうい う制度があ るか ら近代が存
在 している、 とい う発想があ ります。 しか し、制度があ るか ら近代が
存在 している ことになるのか。 その肝心 な近代的 な内面 は果た して ど
うなっているのか。 た とえば、恋愛 とい う言葉 は存在 します。新女性
とい う言葉 も存在 します。 その ような言葉 はあるのですが、 それが ど
の程度に まで内面化 され てい るのか、 それ を もう一度見直す必要が あ
る と思われ ます。 もしかす ると、韓国 の近代 は幻影 として、 あるいは
幻 想 として存在 しているか も知 れ ませ ん。 た とえば、発表 の中で も出
て きた親 日文学 とい うものですが、親 日文学 は基本的 に日本語で書 い
た ものを指 すわけです。 そうした作品 の中に国策的な内容が あ り、 そ
れで親 日文学 にな るわけです。 日本語 で書 いた とい うのが親 日の大 き
な決め手 にな るわ けです。 しか し、私 は現在、 日本語 に向か う情熱 と
欲望 とい う点か らこの問題 を再検討 してお ります。 とい うのは、植民
地の 日本語 の問題 に して も、何人かの作家が 日本語で書 いた とい うよ
うなものではな く、 そ うした 日本語文学 を支 える膨大な数 の層が存在
していたか らです。私 は日本語 の新人懸賞小説 に応募 している朝鮮人
作家志望者(書 き手)を 調べた ことが あ りますが、 そこには 日本語で
自己 を語 りたい、 日本語 で何か を訴 えか けたい といった ような欲望 と
情熱 を持 っている朝鮮人が多 く存在 している。 もちろん強要で はな く
自由投稿 なわ けですね。 こうした層 の中に 日本語で書いてい く構造 が
あるわ けです。 こうした構造 を無視 して一 方的 に親 日文学 として切 り
捨 てると、それ と同時 に文学的な内面性、文学 の成熟の こともすべ て
切 り捨て ることにな ると思 います。
さ らに親 日文学 の問題 として、「なぜ 日本語 で書 くのか」 とい う問
題があ ります。親 日家 として出世 す るためなのか、強要なのか、 とい
う問題 です。いわ ば文学 内部の問題 なのか、文学外部の問題 なのか、
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あるい は日本語 で書 く文学的な必然性 というような ものは全 くなかっ
た のか、 とい うような問題です。 こうした内面の問題 を論 じるのは非
常 に難 しいのですが、 ち ょうどそ うした問題 を取 り上 げた作家が いる
んですね。金聖垠 とい う作家ですが、彼 は文学的な問題 として朝鮮語
で は作品が書 けない というのです。 なぜ書 けないか。 そ こには近代朝
鮮語の問題 が存在 している とい うことにな ります。 つ まり、朝鮮語で
は近代小 説が成 り立 たない、 とい う本質的 な問題 が問われているので
す。 日本 語で書 くのは単 に国策 のためではない とい うことです。言語
的 な問題 、つ まり言語 と内面性 の問題 を指摘 したのです。 それを私 な
りに考 えると、 いわ ゆる言文一致化 された近代語 とい うのは近代的 な
言語の磁場 を持 つ ものですが、近代朝鮮語(ハ ングル)で はそ うした
磁場の形成 が難 しかった ので はないか と思 うのです。 そ うした状況 は
ベ トナム語 も同 じような気が します。東南 アジア、 いや被植民地国家
のすべてが こうした近代的な言語 の磁場 を持 つ ことがで きなかった よ
うに思われ ます。 ここで一つの問題提起 として考 え られるのが、果た
して韓 国で近代が成 り立つのか、旧植民地 において近代が果 た して存
在 してい るのか、 とい うこ とです。韓国の近代 とい うのは、 ただの幻
想 と幻影 として存在 していてい るか もしれない とい う疑念が あるか ら
なのです。 となる と、 いま流行 のポス トモダニズム、 ポス トコロニア
リズム とい うのは何 になるのか。存在 しない近代 をさ らに強化す る も
のではないのか。つ ま り、ポス トの設定 によってポス ト以前が強化 さ
れ ることにはな らないか。近代 がそ うで あった ように、 こうした現在
の流行 が植民地主義 の強化 にな り、 また それが新植民地主義 の生産 に
つ なが ることにな らないだ ろうか。 アジア諸 国は今、ベ トナム と東南
ア ジア の諸国 や韓 国 もそうなのですが、独 自的な知 の貧 困か ら、「近
代」厂近代 文学」 を造 り上 げる と同時 にポス トモダニズ ム、 ポス トコ
ロニア リズム も設定 していかな ければな らない状況 に追 い込 まれてい
る。 レールは どん どん敷かれて しまうわ けですね。独 自の展開がな に
も出来 な くなって しま う。 こうした状況 はます ます加速 され てい くの
で はないで しょうか。今、中国の場合 は近代文学や近代 と歴史区分 を
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使わ ない そうですが、 これ は中国の一種 の独 自的 な思想 によるもの と
思 います。 しか し、 いず れアジア的なグ ローバ リズムの中で、あ るい
は世界的 なグ ローバ リズムの中で、中国 もいずれ近代文学 を創設 し、
近代 とい う時代 区分 も設 け、近代 として これか らや ってい くので はな
いか と、勝 手なが ら心配 もしてお ります。 時間 にな りましてので これ
で終わ りにします。
並木真人
並木:フ ェ リス女学 院大学 とい う、昨 日李省展先生 のご報告の中で ご
紹介 いただ きました、 日本 で最初の女子学校 か ら参 りま した、並木 と
申 します。
私 は、 この三 日間、多 くの先生方の迫力 あ るご報告 を うかが って圧
倒 されて いる状況 であ りまして、未だ充分 に整理がつ きかねてお りま
す。 しか しなが ら、 この三 日間 の討議の中で、私 な りに得 られた成果
を二点 ばか りご紹介 す ることで、 ディス カッサ ン トとして の責務 を果
た したい と考 えます。
まず一つ 目の成果 と私 が考 えるのは、鄭在貞先生、李鍾畋先生 、そ
れか ら尹健 次先生 を中心 に、多 くの先生方がお話 しくだ さった 「近代
性」 の問題です。 ポス ト ・コロニアル とか、ポス ト ・モ ダン、 あるい
は韓 国の言 い方で は、それぞれ脱植民地 とか、脱近代 とい うようにな
るのか も知れ ませ んが、 これ らに関 して批判す る立場、 あるいはそれ
を評価す る立場、様 々な形 で学 問的 な議論が始 め られた とい うこ とが、
や は り一番重要 な成果の一つであ ろうと思い ます。 コロニ ア リズム、
モダニテ ィー、ナ シ ョナ リズム、 こういった概念 は、植民地期 の朝鮮
の ことを研究す る場合 に頻 繁 に口にする言葉で はあ りますけれ ども、
これ まで本格的 に正面か ら検討 して きた と言い切 れ るか どうか、非常
に危 うい状況 にある と言わ ざるを得 ませ ん。 この ような状況 に関 して、
例 えば、ハ ーヴ ァー ド大学のカーター ・エ ッカー ト(CarterJ.Eck一
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